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１．概要（Summary） 

 強磁性超薄膜の垂直磁気異方性について界面からの

寄与を調べるために名古屋大学、岩田研究室で分子線

エピタキシャル法の成膜装置を用いて試料作製、交流磁

界勾配型磁力計による面直、面内の磁気曲線の評価、ト

ルク磁力計を利用した垂直磁気異方性エネルギーの評

価を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 分子線エピタキシー装置、磁気特性評価システム群、

薄膜 X線回折装置 

【実験方法】 

 分子線エピタキシー法を使用して反射高速電子線回折

で膜構造を確認しながら Fe超薄膜の成膜を行った。垂

直磁気異方性の膜厚依存性を調べるために膜厚を変え

た試料を成膜し、それらの磁気特性を磁気特性評価シス

テム群によって評価した。また膜構造については薄膜 X

線回折装置を用いて調べた。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

   Au/Fe/MgO接合をいくつかの Fe膜厚に対して作製

した。それぞれの試料に対する磁気曲線を測定したところ

Fe膜厚が薄くなるに従って垂直磁気異方性が大きくなる

ことがわかった(Fig. 1)。これは放射光を用いた磁気円色

性測定からの軌道磁気モーメントの増大と対応している。

また、トルク磁力計測定によって定量的に界面由来の垂

直磁気異方性エネルギーを評価し、それによって、1原子

層、2原子層のFeの場合には面直方向が容易軸となるこ

とが確認され、Fe超薄膜の上下界面からの垂直磁気異

方性エネルギーが 230 J/m2であることがわかった。界

面からの寄与の一つにラシュバスピン軌道相互作用が考

えられる。垂直磁気異方性の外部電場依存性を測定する 

ことによって界面における垂直磁気異方性の起源につい

てより詳細な議論ができると考えられる。 
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Fig. 1 Fe thickness dependence of out-of-plane 

magnetization curves obtained by Alternating 

Gradient Magnetometer (1 ML ~ 0.143 nm) 


